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表的な例に、出産がある。仮に、平地で生まれ
育った女性が標高 4千メートルの高所環境で妊
娠したとしても、おそらく妊娠を維持できない。
低酸素下では母体の胎盤に十分な血流や酸素が
供給されず、胎児が発育してゆくことができな
いからと思われる。高地住民は何世代にもわた
る適応を遂げ、酸素の少ない環境下でも安定し
て命を繋ぐことができている。世界の 3大高地
として、チベット・ヒマラヤ、アンデス高地、
エチオピア高地に人類が長い時間をかけて住み
続けている。私のフィールド研究の関心は、「高
所順化」問題から、人類の「高所適応」に推移
し、チベット、アンデス、エチオピア高地在住
高齢者の医学的研究を行った。
　人類は、約 700 万年前に、チンパンジーの
祖先と分岐して「ヒト」となった。我々ホモ・
サピエンスは約 20 万年前にアフリカ大陸で誕

実施した。チベット系高所住民の医療人類学的
観点からの広域・長期研究の一環として、ヒマ
ラヤの南北で初めて調査した。北のティンリー
で 115 名、南のナムチェで 49 名の貴重な血液
標本を得たのをはじめ、心電図、呼吸検査、神
経行動学的機能を明らかにし、同時に施療奉仕
を行った。
　本学術調査は、登山に関する顕著な業績をあ
げたとして、第 28 回（平成 3年度）秩父宮記
念学術賞を授与された（写真 10）。
　シシャパンマ学術調査で得られたデータは膨
大なものになるので、隊員各自が所属学会英文
誌に発表するだけでなく、その知見を発表する
媒体として、「ヒマラヤ学誌」を創刊した（写真
11）。「ヒマラヤ学誌」は、多少の空白はあった
ものの、その後フィールドサイエンスの学術誌
として機能し、2022年現在、22号が編集中である。

「高所順化」研究から「高所適応」研究へ
　登山では、高所順化の期間は短くて数日、長
くても数週間ほどで完結する。それに対して、
ヒマラヤやアンデスなどの高地で何世代にもわ
たって暮らす人々は「高所適応」といって、登
山とは違う次元で高所に適応している。その代

写真 7　眼底検査

写真 8　超音波ドップラーによる心臓機能測定

写真 9　隊員全員が上部消化管内視鏡検査を受ける

写真 10　秩父宮記念学術賞の贈呈記念写真（中央が秩
父宮妃）
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さいごに
　私は 1982 年のカンペンチン登頂後、1985 年
にナムナニ峰（7694m）、マサコン峰（7200m）
の初登頂者となる幸運に恵まれた。1986 年か
ら、高知医大老年病科への赴任を命じられ、在
任中の 1990 年にはシシャパンマ医学調査を仲
間とともに実施できた。これらの契機を経て、
高知医大の一介の講師の頃、1991 年に学生を
勧誘して創始した「フィールド医学」は、高知
医大では、文化系学生クラブの一つであったが、
2000 年からは、京都大学医学部の一つの講座
に昇格した。「フィールド医学」研究は、地域
在住高齢者の健康問題を、疾病だけでなく、生
活習慣、生活環境、文化、価値観などの視点か
らも捉え、従来の公衆衛生学の領域を超えて、
さまざまな事実を明らかにすることができた。
医学部卒業以来、一人の神経内科医として病
院で働いていた私が、「病院医学」と併行して
「フィールド医学」研究の重要性を認識できた
のは、カンペンチン峰登山隊の隊員として、チ
ベットに行かせてもらったことが最も大きな契
機であった。
　故近藤良夫隊長、上尾庄一郎副隊長、西山孝
秘書長、隊員各位、また同時に当時の AACK
諸兄に深謝いたします。

生し、地球上の各地へ拡散していった。人類で
一番初めに高所に適応したのは約 10 万年前、
アフリカのエチオピア高地に住み始めた人々で
あろう。長距離走に強い選手が多い理由のひと
つもここにあるのかもしれない。エチオピアの
次に適応の歴史が長いのは 5〜 6 万年前くら
い前にアジアのヒマラヤにたどり着いた、今で
言うチベット族をはじめとする人々である。そ
して、南米、アンデス高地には約 1万年前に人
類が移住を始めた。これらの時間差は、低酸素
への生理的な適応方法の違いとなって現れてい
るようである。
　私たちの研究では、アンデスの人たちは、私
たち平地人と同様に血中の酸素を運ぶヘモグロ
ビンを増やすという形で低酸素に適応した。一
方でチベット・ヒマラヤの高所住民はヘモグロ
ビンを増やすのではなく、全身の血管を広げて
血流を増やすことで適応していったと考えられ
る。人類で一番最初に高所に適応したにエチオ
ピア高地の人たちは、調査したところヘモグロ
ビンも多くなく、血流も多くない。彼らがどの
ようにして高所に適応できたのか、いまだ謎に
つつまれている（図 1）。

写 真 11　「 ヒ マ ラ ヤ 学 誌（Himalayan Study 
Monograph）の刊行 図 1　世界の 3 大高地住民の低酸素適応の多様性

カンペンチン 40 周年
森戸隆男

　カンペンチン遠征当時 25 歳だった。40 年も
前のことである。思い出せることも断片的でか
なりあやふやなことばかりですが、機会を与え

られてしまったので書き記すことにします。間
違いがあったらゴメンナサイ。
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　学部卒業後 AACK に入会したての春、1年
先輩のベンタさん（太田）からインドヒマラヤ
へ行ってみないかという誘いに乗って AACK
のルームに行った。その場にイジラさん（牛田）、
ダニさん（幸島）、コタレ（中川）クリマン（近
藤）らがいたように記憶するが定かではない。
勉強会をするということで資料を広げて見てい
るところに西山さんがルームに来られ、方々に
電話連絡を始められた。「ランタンリの許可が
中国側から出そうや。今晩チベット委員会を開
くから君らも参加するように」と言われた。こ
れがカンペンチンの遠征に参加することになっ
たきっかけであったように記憶している。ラン
タンリがカンペンチンになった経緯はカンペン
チンの遠征報告に詳しく書かれているが、私は
ただただ傍観しているしかなかった。
　準備段階では総務係という役柄を頂き、西山
さんの指示に従って募金などのお手伝いをし
た。左右田さんや木村さんのカバン持ちで京都、
大阪の企業に募金のお願いに回った。相手の場
所や連絡先を調べ、アポを取り、趣意書に宛名
を書き入れ、お願いの金額を書き入れ、ハンコ
を押し、それをもってお願いに行くのだが気前
よく出してくれるところもあれば渋いことを言
われることもたびたびあったように記憶する。
とはいえ近藤先生の絶大な力のおかげで順調に
募金が進み、資金面で苦労することはほとんど
なかった。
　食料や装備の調達もスムーズに行われた。テ
ントはその当時軽いドーム型のテントが出回り
始めており、遠征隊でも使用されていた。我々
も高所用に使用しようと考え、あるメーカーで
試作してもらった。試作が完成した 11 月にテ
ストを兼ねて立山に登った。メンバーは誰で
あったか記憶にない。1日目一ノ越でテントを
張り、中でお茶を飲むためお湯を沸かしている
最中だったか突然グラスファイバーのポールが
折れてしまった。山行はあきらめて最終のバス
に間に合うように室堂に下った。その日は確か
に風が強かったのだが、この程度の風でポール

が折れるようでは使い物にならないというのが
僕たちの結論だった。結局このテントはベース
キャンプで使用されたのみで上部のキャンプに
は使用されなかった。最近はほとんどがこの手
のテントで随分軽量化されている。冬でも外張
りを変えるだけで使用できるようになっている
が、冬山で樹林帯を越える場所では使用したこ
とはない。未だに信用できないのである。
　カンペンチンの遠征そのものは近藤隊長が
往路で体調を崩されシガツェから帰国された
こと以外は順調そのものだった。記録に書か
れていないことで思い出すのは西山さんがC1
（6200m）に上がって来られた時、岩石採集す
るから手伝ってくれと頼まれたことだ。周りを
見渡しても雪と氷の世界で岩が出ているところ
はほとんどない。岩の出ているところに辿りつ
き適当な大きさの石を取って「西山さんこれど
うですか？」と聞くと「それはアカンわ。腐っ
とる。」というご返事。試料採取の方は西山さ
んに任せて、採取された石をザックに詰めた。
テントに戻るころにはザックもほぼ一杯になり
かなり重かった。あの時のサンプルで何が分
かったのか思い出す度に気になる。

　カンペンチンの後、仕事で北京を訪問する機
会があった。梅里雪山の遭難の後のことである。
北京の変貌ぶりに驚いた。カンペンチンの時は
北京飯店は北京の街中でひと際目を引く建物で
あったが、その時は新しい高層ビルに埋もれて
いるように見えた。車も増え、もはや自転車は
ほとんど見られなくなっていた。仕事の合い間
を見つけて故宮や天安門を見て回ったけれどカ
ンペンチンは遠くになってしまったと感じた。

　今でも出張中に大きな山を見かけたりする
と、ついつい無駄に写真を撮ったり、ルートを
目で追ってみたり、グーグルマップを拡げて位
置を確認したりする。今更そんなところを登る
力はないのだと自覚しつつ、そんなことをする
のは山屋の性なのだろうか。
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第 54 回雲南懇話会（京都フォーラム）講演概要（その 2）
山岸久雄

　2021 年 12 月 18 日（土）、京都大学百周年
時計台記念館 国際交流ホールで第 54 回雲南懇
話会が開催されました。その講演概要（その 1）

として前半の 3講演を本ニュースレター第 101
号で紹介しましたが、今回は講演概要（その 2）
として、後半のスライドショー講演 1つを紹介

先輩　舟橋明賢氏を想う（2021 年 12 月 29 日逝去）
芳賀孝郎

　2021 年 12 月、舟橋先輩が 98 歳で亡くなら
れた知らせを受けた。衷心よりご冥福をお祈り
申し上げます。

　私が最初に舟橋先輩にお会いしたのは 1953
年ポストモンスーンのアンナプルナ遠征から帰
られた翌年の報告会の時であった。
　アンナプルナⅣ峰登頂目前でアタックテント
がジェットストリームの大吹雪に遭遇し、テン
トは亀裂破壊されたことや、登頂隊員の今西壽
雄、藤平正夫の両隊員は舟橋先輩の救助・撤退
作戦により見事帰還した話を聞き、感激したこ
とを思い出す。
　私は現役時代、鹿島鑓で亡くなった鈴木廸
明、鈴木弘二らと共に先輩の新婚時代のお宅を
訪ねたことがある。戦後の学習院山岳部のこと、
「厳冬期の尾瀬から奥日光縦断」を指導し成功
させたこと、ヒマラヤ・アンナプルナの話等を
聞き、酒を飲み、唄を歌い泊まり込んでご迷惑を
掛けたことがあった。
　鹿島鑓天狗尾根の遭難の時は、先頭に立って
捜索活動を指揮してもらった事は忘れることが
出来ない。
　先輩は京都大学学士山岳会ではアンナプルナ
の活躍で高く評価されていた。カンチェンジュ
ンガ連峰の未踏峰・ヤルンカン（8505m）の隊
長候補になっていた。しかし運悪く登山交渉が
難航して実現出来なかった。
　私は先輩の書いた文章を多数読ませて貰った
ことがある。その文には学習院山岳部の伝統を
受け継いだ山登りがあった。深い思索と山岳部
に対する熱い思いが語られていた。また叙情あ
ふれる山旅の感想の文もあり、山の自然と人の

姿が浮かび出たものであった。
　私は、仲間と共に多くの山桜会員、現役部員
に読んでもらいたい気持ちになり、先輩の本「山
を想う」の出版を思い立った。先輩は出版に対
してしばらくの間拒絶された。回を重ねての話
合いで、多くの仲間の協力も得てようやく本が
出来上がった。後日先輩から私に、自分の本「山
を想う：学習院山岳部・三つの訓え」が出版さ
れたことのお礼の言葉があった。

　舟橋先輩は身体が強く、精神も強く、酒も強
く、且つ光徳小屋を愛し、奥日光の山々を愛した
ことが思い出される。ご生前本当にお世話になっ
たことに感謝し、ご冥福をお祈り申し上げる。	
� 合掌

編集人注：
舟橋明賢氏は学習院高等科（旧制）ならびに京
都大学法学部卒業
舟橋明賢『山を想う：学習院山岳部・三つの訓
え』：1997 年 6 月、日生印刷株式会社

写真 1　舟橋先輩 写真 2　光徳小屋前にて
	 舟橋明賢、平井一正、

芳賀孝郎（左より）
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します。（なお、残る特別講演 2つの概要につ
いては、次の 103 号で紹介する予定です。）

スライドショー　「西ネパールの辺境に魅せら
れて（河口慧海師の足跡、フムラ、ドルポ越冬）」
	 稲葉 香（ネパール探求家、美容師、
	 2020 年度植村直己冒険賞受賞者）

　稲葉さんの講演は第 45 回、第 52 回雲南懇
話会以来、3回目となる。前回は講演の後半に
スライドショーが上映されたが、時間の制約が
あり慌ただしかった。もう一度ゆっくり観賞し
たいと思っていたが、今回それが叶い、美しい
映像と音楽を堪能することができた。上映に先
立ち、稲葉さんは、なぜ西ネパールに魅せられ
たのかという経緯を以下のように語った。
　稲葉さんは2002年の頃、河口慧海師のチベッ
ト探検を知った。慧海師はリウマチという持病
をかかえながら、ブッダ本来の教えを伝えるオ
リジナルに近い経典を求め、当時鎖国状態に
あったチベットへ西ネパールから潜入した。稲
葉さんも 10 代からリウマチに苦しんだという
共通点があり、慧海師に親近感を覚え、師が西
ネパールからチベットにしるした足跡を辿って
みたいと強く願った。この時以来、稲葉さんの
人生は変わったという。
　稲葉さんが実際に西ネパールへ足を踏み入れ
たのは 2007 年と 2009 年、故・大西保さんが
隊長を務める大阪山の会「西北ネパール登山
隊」への参加だった。この登山隊で稲葉さんは
慧海師の足跡調査、未踏峰登頂などを体験し、
秘境を歩く技術を学んだ。その後、稲葉さんは
1958 年に行われた川喜田二郎氏の西北ネパー
ル探検隊の記録を調べ、当時の西北ネパールの様
子や探検の考え方を学んだ。これら先人からの学
びをベースに、稲葉さんは2012年より自ら西ネ
パールへの遠征を企画し、撮影を続けている。
　今回、稲葉さんは 3本のスライドショーを上
映した。1本目は「河口慧海師の道」。稲葉さ
んは 2016 年、慧海師が西ネパールからチベッ
トへと越境した足跡を辿りチベット国境まで歩
き、その後ドルポ地方を横断し、ジョムソンへ
と至る 500km の道のりを 58 日間で踏破した。
この旅の、チベット国境までの映像をまとめた
ものが、このスライドショーである（画像は雲
南懇話会ホームページ https://www.yunnan-k.

jp/yunnan-k/ の第 54 回、概要、稲葉香の項、
プロジェクタ資料を参照）。BGMのバーンス
リー（インドの民族楽器、竹製の横笛）の音色
と男声の祈りの朗唱が、チベット高原の印象を
引きたてる。
　2本目は「フムラ・バラサーブレイクを探し
て」。これは 2018 年にネパールの最西部、フ
ムラ地方の無人地帯を含む 250km の道のりを
1ヶ月キャラバンした時に撮影されたものであ
る。映像には少女のつぶやくような祈りと経文
の朗唱が重なり、哀愁が漂う。この旅が立案さ
れた背景には、次のようなエピソードがあった。
ある晩、稲葉さんの夢の中に大西さんが現れ、
大西さんが作った西ネパール地図上の、とある
湖を指差したという。それはインドやチベット
との国境に近い、フムラ地方の名もなき小さな
湖であった。稲葉さんは、これを大西さんから
の啓示と受け止め、この湖を探す旅を計画し
た。併せて、この地域から聖山カイラス（標高
6656m）やナムナニ（7694m）、グナラ（6902m）
などの山を展望すること、美しい木製の器プル
を作っている村を訪ねることを目標にした。
　この無人地帯の湖を見つけるには、ガイドに
頼らず自分でルートを探す必要があり、稲葉さ
んには新たな挑戦であったが、無事発見するこ
とができた。稲葉さんはこの湖を、西北ネパー
ル登山隊のバラサーブであった大西さんを偲
び、バラサーブレイクと名付けた。当時、ドル
ポ地方での越冬を計画したものの、実行に踏み
切れないでいた稲葉さんにとって、フムラの旅
を自力で達成できたことは大きな自信となり、
ドルポ越冬へ一歩踏み出す力となった。
　最後のスライドショーは「ドルポ越冬」。高
度約 4000m の高原に広がり、どこから入るに
も標高 5000m 以上の峠を越える必要があるド
ルポ地方（図 1）。ここの景観と伝統的チベッ
ト文化に魅せられた稲葉さんは「ここの冬の暮
らしはどんなだろう？自分で体感してみたい」
と思うようになった。ドルポで出会った僧侶か
ら「食糧と燃料を持ってきたら、冬ここに泊っ
てもいいよ」と言われ、ドルポ越冬へのあこが
れは実現可能な夢に変わった。幸いクラウド
ファンディングでドルポ越冬の資金を確保する
ことができ、あとは越冬用の食糧と燃料、合計
200kg の物資を事前に現地へ運ぶことが課題で
あった。この輸送については紆余曲折があり苦
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労したが、幸いにもドルポ地域へ遠征する知人
が荷揚げを引き受けてくれ、課題は解決した。
　越冬場所をサルダン村と決め、2019 年 11 月
にドルポに入った（図 2）。稲葉さんは越冬中
の活動として、（1）慧海師が越えた可能性が
ある峠マゲン・ラをこの目で見る、（2）シェー
ゴンパを訪ねる、（3）ニサル村の冬の大祭を見
る、（4）ロサル（正月行事）を体験する、（5）
グレイトジャーニーで有名な関野吉晴さんが昔
滞在した付近のテェーカン村を訪ねる、という
5つの目標を立てたが、（2）を除き、すべて達
成することができた。また、サルダン村での越
冬中、稲葉さんが最も感銘を受けたのはプジャ
（法要）であったという。これらの活動の映像が、
朗唱とシンギングボウル（チベットの仏教法具）
の響きをBGMとして、上映された（図 3）。
　ドルポからの復路は雪に埋もれた標高5000m
以上の峠越えを含む 10 日間の行程になる。当
初、3月に帰る予定だったが、その時期は積雪
が深く通行が難しいとの村人の指摘に従い、予
定を 1ヶ月早めて帰ることにした。ガイド兼
ポーターの 3人の僧侶を雇い、2020 年 2 月 15
日に出発。復路の途中、観天望気により、難所
のチョイ・ラ峠越えで降雪が予想されたため、
強行軍で峠を越えた。越えた翌日、大量の降雪
があり、安堵の胸をなでおろしたそうだ。その
先にも、渓谷沿いの切り立った岩壁を削った道
が雪に埋もれ、緊張のトラバースを強いられる
難所があったが、11 日目の 2月 25 日、旅の出
発点ドゥネイに無事帰還することができた。

第 55 回、第 56 回 雲南懇話会のお知らせ

第 55 回雲南懇話会を以下のとおり開催いたし
ます。
1．	日時：2022 年 11 月 27 日（日）13 時 00 分
〜 17 時 30 分。

2．	場所：国際協力機構（JICA）研究所、国際
会議場（東京市ヶ谷）

	 https://www.jica.go.jp/jica-ri/ja/about/
access.html

3．	講演内容：
①「北の大地、単独縦断 670km、2022 年 2 月〜
4月の記録　－宗谷岬から襟裳岬へ－」
山岳ガイド、北海道大学ワンダーフォーゲル部

OB、北大えるむ賞註1 受賞　野村良太

②「中国南西部に花を追う　－四川省・雲南省
での青いケシ探索－」

日本山岳会アルパインフォトクラブ、
青いケシ研究会、横断山脈研究会　松永秀和
③「雲海の村と棚田　－中国雲南省紅河州金平
県者米谷の生活世界－」

国立歴史民俗博物館名誉教授、
滋賀県立琵琶湖博物館名誉館長　篠原徹

④トピック「『2050 年 CN』註2 に向けた再生可
能エネルギー利用　－風力発電随想〜日本の
洋上風力発電の見通し－」
（一社）ディレクトフォース（環境部会）、

石油開発企業OB　中西聡

図 1　ドルポ地域の高度図

図 2　ドルポ越冬の行程図

図 3　冬のドルポ、サルダン村
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　初登頂から 40 年、カンペンチン周辺はいま
どうなっているのでしょうか。芳賀孝郎さんに
は無理をお願いして舟橋明賢さんの追悼文をい
ただきました。ありがとうございました。この
あとの雲南懇話会、無事開催を願っています。
	 横山宏太郎

次号原稿締め切り　2022 年 10 月 16 日
原稿送り先：横山宏太郎
〒 943-0832　上越市本町 2-1-12-801
メールアドレス：peng-y@amy.hi-ho.ne.jp

訃報

高木洋祐　2019 年 11 月 25 日逝去
安藤元雄　2022 年 7 月 5日逝去

事務局だより

　5月 28 日（土）、2022 年度総会が、対面とウェ
ブ配信のハイブリッドにて、会員の過半数の出
席を得て開催され、予定の議案の承認を持って
無事終了しました。
　あわせて、AACK設立 90 周年記念行事の一
環として、上尾会員、西山会員、松林会員、幸
島会員による「カンペンチン峰初登頂と学術研
究の発展」にフォーカスした講演会が開催され、
改めて、登山、学術両面のパイオニアスピリッ
トを堪能することができました。
　5月は運良く新型コロナ感染がおさまってお
り、ハイブリッドではありましたが、3年ぶり
の対面開催を実現でき、皆様との再会を楽しむ
ことができました。
　来年度の総会は 2023 年 5 月 27 日土曜日を
予定しています。皆様、奮って是非ご参加くだ
さい。

註 1：	毎年度末に行われる北海道大学総長表彰
のこと

註 2：	CN はカーボンニュートラルの略。温室
効果ガスの排出量と吸収量を均衡させる
こと。

	 日本政府は 2050 年までにカーボン
ニュートラルを目指すことを 2020 年 10
月に宣言した。

第 56 回雲南懇話会を以下のとおり開催いたし
ます。
1．日時：2022 年 12 月 25 日（日）13 時 00 分
〜 17 時 30 分。

2．場所：国際協力機構（JICA）研究所、国際
会議場（東京市ヶ谷）

3．講演内容：
①「梅里雪山からチベットの聖地巡礼へ」

写真家、カワカブ会代表、
AACK特任理事　小林尚礼

②「生きて還って、また登る　－奇跡の生還か
らの 40 年－」

市川山岳会（当時）、
日本山岳会理事・千葉支部長　松田宏也

③「チベットの医学と祈り」
チベット医・アムチ、薬剤師、
森のくすり塾主宰　小川康

④「地球はどこでも研究室　－氷河から熱帯雨
林、ヒマラヤから海中まで－」

京大野生動物研究センター名誉教授、
AACK会長　幸島司郎

会員動向

会員異動

木村泰久　自宅住所変更
谷　泰　　自宅住所変更


